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１．はじめに  

 本工事は、腐食土および地下水流を有する被圧砂礫層が存在する地盤中に、縦幅 19.8ｍ×横幅 31.8ｍ×高

さ 19.0ｍの地下構造物を構築するものである。本報では、施工時および施工後の現場周辺の地盤変状・沈下

を防止するために採用された対策工について紹介するとともに、各施工段階で得られた地盤変状・地下水位変

化などの計測結果の一例を示す。 

２．地盤条件  

（１） 地盤構成 

 本工事現場の土層断面図を図-1 に示す。地表面

より、1.3ｍ～1.8ｍの厚さで存在する埋土層の下

に、腐植土層が厚く堆積している。本腐植土層は、

上部 1ｍ程度は埋土層による圧密などによりＮ値

＝2 程度の強度を有するが、中間部および下部は

Ｎ値＝0 の非常に軟弱な土層である。当初調査で

は 2.5ｍ程度の層厚と推定されていたが、最大で 

層厚が 6.4ｍある地点があった。また、植物繊維が多量に混入しており、別途行 

った検査の結果から、フミン酸含有量が 14％を超えていることが確認された。 

腐植土の物性値一覧を表-1 に示す。腐植土層下部には、工事現場の西側では、 

凝灰質粘土層が堆積し、その下に砂礫層が存在しているが、東側には凝灰質粘土

層が存在せず、直接、腐植土層と砂礫層が接している。砂礫層の礫径はφ20～90

ｍｍ程度であるが、φ200ｍｍを超える玉石も所々に存在している。また、極めて

透水性がよく（ｋ＝1.47×10-2cm/s）地下水位が地表面より、70cm～80cm 高い被

圧帯水層である。砂礫層の下層には、硬く固結した土丹層が存在している。 

（２）地下水状況 

 砂礫層および腐植土層の間隙水圧を計測するために、観測井戸を砂礫層に４箇

所、腐植土層に３箇所設置した。観測の結果、以下の事項が明らかとなった。 

① 砂礫層の北側と南側で 20 

cm 程度の水位差が存在する。 

② 土層の水位は GL-10cm～

-50cm であるが、砂礫層の水

位は GL+70cm～+80cm であり

被圧されている。 

また、別途に砂礫層において、

地下水の流向流速調査を行っ

たところ、最大 1.2mm/s の地

下水流が確認された。 
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図-1 土層断面図（A－A 断面）

表-1 腐植土物性値一覧

  

図-3 地下水位計測結果 図-2 観測井戸設置平面図 
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３．対策工の検討 

 前述のような地盤において土留め掘削工事を施工する場

合、以下のような問題点に対して対策を行う必要がある。 

① 層厚 5.8ｍの軟弱腐植土層が存在することによって、重

機施工による地盤の揺れや、掘削時の土留め壁の変形が大き

くなる。 

② 腐植土層のフミン酸含有量が 14％以上であること、砂礫

層に被圧と地下水流があること、砂礫層に大口径の玉石があ

ることなどから土留め壁（SMW）の遮水性確保が難しい。 

③ 施工時に腐植土層の地下水位が低下することによって、

周辺の地盤沈下を引き起こす可能性がある。 

④ 土留め壁によって地下水流が遮断されることによって、 

上流側の地下水位上昇、下流側の地下水位低下が発生す 

る可能性がある。 

 上記の問題に対して、以下のような対策工を実施する。 

問題点①に対して、四角ジェット（SQJ 工法）によって、腐

植土層中に格子状に改良体を造成する地盤改良を実施する。 

問題②および③については、遮水性の高い土留め壁を造成す

るために、腐植土および砂礫層地盤を流動化処理土で置き換

えた後、SMW 工法により土留め壁の施工を実施する。 

（図-4 土留め掘削対策工法概要図 参照） 

問題④に対しては、土留め壁周囲に地下水揚水用および涵養 

用の井戸を設け、それぞれの井戸をバルブによる流入流出調整が可能な連通管でつなぐことで、地下水流遮断

による地下水位の上昇・低下を平準化する。（図-5 地下水流遮断対策概要図 参照） 

４．計測管理 

工事の安全を確保するために、

次に示す項目について計測管理

しながら、施工を行っている。 
① 地下水の変動監視 

・間隙水圧測定（間隙水圧計） 

・地下水位測定（目視井戸） 

② 施工中の地盤挙動 
・地中変位測定（多段式傾斜計） 
・地表面沈下測定（ロッド式変位計） 
③ 掘削・切梁解体時の仮設材挙動 
・土留壁変形測定（多段式傾斜計） 
・切梁軸力測定（ひずみゲージ） 
計測結果の一例を、図-7、図-8に示す。 
５．おわりに 

今後、土留め壁の築造工事および本格的な掘削工

事が始まるが、上述のような管理体制を継続し、安

全・確実な施工に尽力する所存である。 
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図-4 土留め掘削対策工法概要図 

図-5 地下水流遮断対策概要図

図-7  地中変位計測結果 

図-8 地下水位変動計測結果 

図-6 計測器配置図

地下水位経時変化（間隙水圧計）
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